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 要 旨   

 

背景：在宅勤務は職場の規制に縛られなない働き方を可能にするが、喫煙や飲酒など健康行動に

悪影響を及ぼす可能性がある。本研究は、在宅勤務とタバコ依存および有害なアルコール使用と

の関連を検討することを目的とした。 

 

方法：2023 年 2 月に、日本全国の 18～64 歳のフルタイム労働者 8,292 名を対象にインターネッ

ト調査を実施した。在宅勤務の頻度（0 日、週に 1 日未満、週に 1 日以上）、タバコ依存（Tobacco 

Dependence Screener スコア ≥ 5）、有害なアルコール使用（AUDIT スコア ≥ 8）を評価した。

多変量ポアソン回帰モデルを用いて、性別、年齢層、学歴、婚姻状況、同等世帯収入、1 日あた

りの労働時間、自己評価による健康度、慢性疾患、精神疾患、および居住地域を共変量とし、在

宅勤務頻度とタバコ依存・有害なアルコール使用との関連を検討した。 

 

結果：在宅勤務頻度は 0 日が 56.6%、週に 1 日未満が 9.9%、週に 1 日以上が 33.5%であった。

タバコ依存と有害なアルコール使用の割合はそれぞれ 11.3%、17.9%であった。週に 1 日未満

（aPR = 1.30, 95%CI: 1.07–1.57）および週に 1 日以上（aPR = 1.29, 95%CI: 1.13–1.47）の在宅

勤務は、タバコ依存と関連していた。また、週に 1 日未満（aPR = 1.43, 95%CI: 1.25–1.65）お

よび週に 1 日以上（aPR = 1.40, 95%CI: 1.27–1.55）の在宅勤務は、有害なアルコール使用とも

関連していた。 

 

結論：在宅勤務者では、タバコ依存および有害なアルコール使用の有病率が高いことが示された。

在宅勤務者の健康行動については継続的なモニタリングが求められる。 
 


